1. 物理 化学 ・ 工 業 物 理化 学 


a) 構 造 
フラ ビン モノ ヌクレオチド お よび フラ ビン アデ ニン ジス ヌクレオチド の 水溶 液 中 で の 運動 状態 ee 円 満 字 公 衛 
非 制限 型 分 子 軌道 法 に ょ よる ペン ゾイル オキ シル ラジ カル の フロ ョ ンティア 分 子 軌道 
酒井 章吾 ・ 井 本 稔 ・ 大 内 辰 郎 ・ 大 岩 正芳 
cis, trans, trans- 亜 硝酸 プ ョ = ピル の マイ クロ ョ 波 ス ペク トル 遠藤 邦彦 ・ 田 沼 涼子 ・ 関 根 明 博 ・ 玄 村 祐 一 
b) 物 性 
298.15K に お ける 四 塩 化 炭 素 , クロ ロロ ホルム, ならび に ジクロロ メタ ン と メチ ル = メ チル チオ メチ ル = 
スル ホキ ン シ ンド と の 二 成 分 溶液 の 混合 テン タル ピー eoseeeeeeereeeeereeeeeeeeeee 木村 隆 良 ・ 茶 木 隆之 ・ 水 野 浩也 ・ 高 木 定 夫 
スル ホン 酸 ナ トリ ウム 水溶 液 の と 23Na の 核 磁気 恒 ・ 上 平 初穂 
電気 化学 的 測定 法 に よ ょ る Fe()-edta 錯体 と 1,10- フ ェ ナ ン ト ョ リン の 配 位 子 置換 の 反応 の 
速度 論 的 研究 小林 裕幸 ・ 小 林 正 明 ・ 大 野 降 司 ・ 水 澤 伸 也 
d) 電気 化学 ・ 光 電気 化学 
アル カリ 性 水溶 液 中 に お ける 酸化 亜鉛 兆 ア ノー ド 上 で の p- グ ルコ ュ コース の 酸化 
加藤 民 導 ・ 藤 吸 ・ 前 川 悦郎 ・ 本 多 健一 
貴 化 処 理 し た 酸化 チタ ン 粉 末 の 光 沈 下 ER ・ 前 川 悦郎 ・ 本 多 健一 
アル カリ 水溶 液 中 に た お ける 複合 酸化 物 を 混合 し た ガス 拡散 電極 上 で の 酸素 本 元 松木 健三 ・ 鎌 田 fC 
芳香 族 化合 物 の 光電 解 酸化 反応 を 利用 し た 金属 燕 着 パタ ー ン の 形成 益田 秀樹 ・ 清 水 直樹 ・ 大 野 信 
アル カリ 溶液 中 に お ける グラ ッッ シー カー ボン 回 転 リ ング - デ ィ ス ク 電 極上 で の 過 酸 化 水素 の 
反応 動力 学 田 博 義 ・ 福 島 清太郎 
ラン タン 系 ペロ プス カイ ト 型 酸化 物 触媒 を 用 いた ガス 拡散 型 酸素 電極 err 三浦 則雄 ・ 清 水 陽 一 ・ 山 添 昇 
三 酸 化 ス ト ョ ンチ ウッ ウム ハフ ニウム の 硫化 ・ 酸 化 処 理 に よる 光触媒 活性 の 発現 KAT + BORE + EA BF 
炭素 繊維 の 濃 硫 酸 中 に お ける 電気 化学 的 特性 ee 前 田 康久 ・ 山 中 康弘 ・ 稲 垣 道夫 
酒石酸 修飾 Raney ニッ ヶ ケル /CdS 光触媒 を 用 いた 不 斎 合 成 ーー ア セト 酢酸 メチ ル か ら 
3- ヒ ドロ キン 酷 酸 メ チル へ の 不 斉 水素 化 神戸 士郎 ・ 川 倉知 二 ・ 河 合 七 雄 
田 條 博 義 ・ 福 島 清太郎 
アル カリ 燃料 電池 酸素 極 の 反応 難 eeeeeeeereererererreerreerererrrrrerererreertrer 見 城 忠男 ・ 清 水 一 志 
f) コロ イド ・ 界 面 化学 
活性 に よ ょ る 無機 電解 オン の 吸着 挙動 
ポリ (オキ ン エ チレ ン ) ヘ へ キサ デシ ル エ テー テル -1- ヘ へ キサ ノー ん ル - 水 三成 分 系 に お ける 相 平 衡 状態 図 
カソード 電流 に よる pH 上 昇 を 利用 し た シリ カス ケー ル ん の 付着 防止 eeeeeeeeeeeeeeeeee 米谷 道夫 ・ 白 石 正夫 ・ 池 庄司 民夫 


ジャ ロサ イト -8-FeOCOH) 共存 系 の 一 酸化 窒素 吸着 活性 ese 尾関 寿美 男 ・ 金 子 克 美 ・ 井 上 勝也 


2. wh 化 学 
a) 触 媒 
塩基 触媒 た ょ る アク リョ ロニ トリ ル の 液 相 均 一 水 和 有 反応 の 反応 経路 
12-2 VRS 裕 ・ 新 山 浩 ・ 越 後 谷 悦郎 
高 濃度 水溶 液 中 に お ける モリ プ ブ ド リ ン 酸 の 加水 分 解 と リン 酸 の 添加 効果 青島 M+ We + EA 
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a HEALS CII) BEAR CL) 混合 水溶 液 の 加水 分 解 と 生成 物 の 変化 ee 井上 勝也 ・ 小 沢 洋一 ・ 金 子 克 美 ・ 尾 関 寿美 男 1281 
種々 の 方 法 に ょ る 酸化 鉄 ( 相 ) の 表面 ヒ ド g ョ キシ ル 基 量 の 測定 eee 松田 茂 ・ 岡 崎 進 1287 ? 
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高 水溶 液 に お ける モリ ブ ド リ ン 酸 と リン 酸 の 反応 機構 
水溶 液 中 へ ョ ポリ 酸 と 有機 基質 の 相互 作用 青島 jit Wars 


FRIE FRY RE-Y 
ゼオライト 触媒 の 活性 と 選択 性 eerste 
金属 担持 RE-Y ゼオライト 触媒 を 用 いる テト ラ ヒ ド ロジ シク ロペ ンタ ジェ ン の 転位 反応 に お ける 


一 元 機能 触媒 を 用 いる テト ラ ヒ ド ロジ シク ロペ ンタ ジエン の アダ マン タン へ の 転位 反応 に お ける 
触媒 活性 劣化 因子 の 検討 本 名 幸作 ・ 飯 ・ 下 
1,5,9- シ クロ ドデカ トリ エン を 出発 原料 と する ジメチル アダ マン タン の 合成 ween 本 名 幸作 ・ 市 川 


本 名 幸作 ・ 


- 


飯田 


小森 典夫 


長田 圭司 


宏 ・ 杉 本 道雄 
テト ラ シ ク r ョ [6.2.1.13.6.02.7] ドデカ ン を 原料 と する ジメチル アダ マン タン の 合成 
0 本 名 幸作 ・ 市 川 宏 ・ 溝 上 恵 杉 ・ 杉 本 道雄 
b) 触媒 調製 
高温 メタ ン 化 反応 用 Raney 型 = y ケル 触媒 の 耐熱 性 と 活性 に 対す る モリ ブ プ デ ン お よび 
クロ ム の 効果 清水 正隆 武 岡 


バ パラ ジウ ム 人 触媒 の x ZR) ー ル 分 解 活性 に お よ ぼ ほす TiO, お よび Al,O; の 担持 効果 


均一 沈 法 シ リ ヵ - 銅 (CT うお よび - 鉛 (TT 触媒 に ょ る プ ブタ ノー ル 類 の 腕 素 反 野崎 

希土類 -B アァ ルミ ナ の 生成 と 的 性 質 山下 寿 生 ・ 加 藤 
d) 触媒 物性 

硫黄 酸化 物 共 存 下 に お ける 活性 炭 お ょ び 酸 化 バ ナジ ウゥ ウム (YV) 担 持 活性 内 の アァ アン モニ = ア に よる 
e) 触媒 応用 反応 

ポリ スチ レン に 担持 され た = ッ ヶ ケル 錯体 触媒 た よる 1,4- シ クロ ヘキサ ジニ テン の 選択 的 水素 化 

希土類 酸化 物 添 加 パ ラジ ウム 系 触媒 に ょ る 一 酸化 窒素 還元 反応 ee 村木 秀昭 ・ 福 井 雅 率 ・ 横 田 幸 治 
exo-7- ア ミノ ビシ ク ョ [4.1.0] へ プ タ ン , exo-6- ア ミノ ビン シク nr ョ [3.1.0] へ キサ ン お よび 
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N,N- ジ メチ ル 誘 導体 の 接触 水素 化 分 解 eeeeeeeeeeeeerrreeereereeeeereeeeereeerrreeeeeeeereee 磯 上 浩司 ・ 坂 井 淳 一 ・ 山 内 恵司 
動 的 条件 下 で の 自動 車 排 気 モ デル ガス の 浄化 反応 に お ける 足 金 属 触媒 の 特性 村木 秀昭 ・ 曽 布川 英夫 ・ 藤 谷 義 保 
n,n- ジ ハロ ビシ ク ョ [zn-3.1.0] ア ルカ ン の 接触 水素 化 分 解 eeeeeeereeeeeereeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeereee 磯 貞 浩司 ・ 坂 井 淳一 
コバ ルト - ア ルミ ナ 触 尋 に よる シク ロロ ヘキサ ン お よび メチ ル シ ク ロペ ンタ ン の 水素 化 分 解 

場 明 ・ 三 木 康 朗 ・ 山 田谷 正子 ・ 杉 本 義一 
シン クロ プロ ピル アミ ン の 接触 水素 化 分 解 に だ ける 開裂 位置 選択 性 ere 磯 中 浩司 ・ 坂 井 淳 一 ・ 山 内 恵司 


3. 無機 化学 ・ 無 機工 業 化学 


a) 構造 ・ 物 性 
電子 顕微 鏡 に お ける マン ガン 化合 物 の 微細 構造 観察 


淀 石 関連 相 3 R20s・Taz0。 (RsTaOz, R 希土類 ) の 合成 と 多 形 BHAA RAR 
b) 合成 ・ 反 応 

塩化 鉄 CT) う お ょ び 塩 化 鉄 ( 相 〕 と リン 酸 二 水素 塩 MH,PO, (M=Na, K, NH,) と の 水 熱 反応 に よる 


種々 の リン 酸 鉄 塩 の 合成 ceeeeeeeeeeenemeeeeeeeeeeeseeseseeseereseersersesessesrsrrseeseesereereeeeeen 小林 悦郎 ・ 新 重光 ・ 
シン ラス を 原料 と し た A 型 ゼ サラ イト の 合成 と 粒 径 の 制御 eeeeeeereeeerserrereeeretetreeeeeteereereeeeeeee 井上 耕三 ・ 


C0' 型 五 酸化 ニニ リン と «a@- ア ルミ ナ と の 反応 に よる リン 酸 ア ルミ ニウム の 合成 坂本 清子 ・ 

シッ フ 塩 基 を 配 位 子 と する チタ ン (MV), ジル コ ニ = ウム (WV うお よび ケイ 素 錯 体 の 簡便 な 合成 法 
阿部 芳 首 ・ 村 勝彦 ・ 

a- お よび 7- リ ン 酸 一 水素 ジル ュ コ ニ = ウ ム に よる ヒス タ ミン の イン ター カレ ーション cere 


(2) 


岡部 清美 
吉田 
・ 小 林 正 光 


長尾 幸徳 ・ 御 園生 
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四 塩 化 ハ へ ハフ = ウム と アン モニ = ニア の 気 相反 応 に ょ る 窒化 ヘ へ フ = ウ ム の 生成 過程 と 生成 し た 
窒化 へ ヘ へ フ = ウッ ム の 性 状 . ・ 秋 山 薫 代 ・ 佐 伯 雄 造 
c) 無機 工業 化学 
K2B40, を フラ ックス と し た 高温 か ら の MgNdB;O;。 fish OEM 
スプ ー ン 和 Bourdon 管 に よる リン 酸 水 素 アン モニ = ウム の 分 解 圧 の 測定 秋山 + 
針 状 酸化 亜鉛 粉末 の 表面 吸着 酸素 と 不定 比 性 大 限 信 行 ・ 内 田 修 司 ・ 水 谷 慌 蒸 ・ 加 藤 誠 軸 
状 酸化 亜鉛 の 表面 吸着 水 PINE ARG HEAS 
水溶 液 中 の カル シッ ウッ ウム と マグ ネ シ ウ ム に 対す る 各種 錯 化 剤 の イオ ォ ン 封鎖 能 の 測定 …………… 安江 任 ・ 小 澤 聡 ・ 荒 井 康 夫 
スピ ネル 型 複 酸化 物 LiMVO, (M==Co, Ni) の 性 質 伊藤 義孝 ・ 丸 山 俊夫 ・ 穴 藤 安 俊 
リン 酸 一 水素 カル シウム 無水 和 物 の 生成 に だ お よ ぼ ほす ピ ョ リ ン 酸 の 影響 トト 沢 利之 ・ 長 沼 健 ・ 井 上 昭 ・ 田 村 和 利 
加熱 処理 に ょ る 酸化 亜鉛 微粒 子 表面 の 水 の 吸 着 状 態 の 変化 AA HEAS + 


4. ft 学 


c) 平衡 ・ 反 応 
コバ ルト (TT) ジ オキ シム 錯体 と トリ ブチ ル ホ ス フ ィ ォ ン を 溶解 し た メタ ノー ル 深 液 の サー モク ロミ 
ギ酸 一 ギ酸 塩水 溶液 中 に た お ける クロ ロペ ンタ アン ミン ルテニウム ( 相 ) の 電解 還元 に よる 
カル ボ ニ ル ペン タ ア ン ミ ン ル テニ ウム ( 了 EL) の 生成 反応 ee 小林 正 ・ 井 上 直己 ・ 清 水 都 夫 ・ 


7. 分 析 tk 学 


b) 原子 スペ クト ル 分 析 
カー ボン ブラ ッ ク 添 加 に よる ケイ 酸 ア ルミ ニウム の 直接 フレ ー ム レス 原子 明光 分 株 吉村 長 蔵 ・ 新 谷 尚 史 
d) 電気 化学 分 析 
ョ ッ 素 酸 カ リウ ム を 用 いる メチ オニ ン と “メチ オニ ンス ル ホ キン シ ド "の 電流 滴定 ee 池田 早苗 ・ 佐 竹 部 
開 回 路 電 位 測 定 に ょ る 洋酒 中 の ェ タ ノー ル 分 析 片倉 勝己 ・ 泉 AE BB 
硫化 物 イ オン 電極 に ょ る 岩石 中 の 硫黄 の 迅速 定量 ; WEIN RF 
ョ ッ 素 と の 反応 を 利用 し た 微量 モグ ョ ビン の 定量 ・ 小 西 i. Fa» HMR 
e) クロ マト グラ フ 分 析 
[N'-( ジ チオ カル ボキ シ ) ヒ ドラ ジノ カル ボ ニ ル メチ ル ] セ ファ デック ス を 用 いる ウラ ニル イオ ン の 捕 集 
林 ・ 中 田 二 ・ 岡 村 子 ・ 古 河 裕美 ・ 小 辻 
プル ラン 球状 体 の 合成 と その ゲル クロ マト グラ フ 特 性 本 里 義 明 ・ 伊 原 博隆 ・ 朋 田 崇 志 ・ 平 山忠 一 
f) 溶媒 抽出 ・ そ の 他 の 分 離 法 
ジ ベ ペン ジル ジチオ カル バ ミ ド 酸 ナ トリ ウム を 用 いる 水中 の 微量 モリ ブ デ ン の 蛍光 文 線 分 析 
渡辺 
ョ ウ 化 ビス マス (想う た よる 水銀 (TT う の 共 沈 と その ョ ッ 化 物 共存 下 の 水 銀 (TT 定量 へ の 応用 T= me 信 
j) th 
電流 検出 器 を 用 いる ヒド ロキ ノン , ピロ カテ コール, レ ソ ル シノ ー ル お よび ピロ ガ ロー ル の 
フロ ロー イン ジェ クション 分 析 佐竹 弘 ・ 郡 Hz 
N,N- ジ メチ ル ホ ルム アミ ド 中 に お ける 酸 ハ へ ゲン 化物 の EDTA 滴定 err 吉村 長 蔵 ・ 長 谷川 太一 
酸化 チタ ン (MV) の 調製 法 と キャ ラク タリ ゼー ショ ン 野田 博行 ・ 及 川 和 夫 ・ 尾 形 健 明 ・ 松 木 健三 ・ 鎌 田 仁 


8. 有機 化学 ・ 有 機工 業 化学 


a) 構造 ・ 物 性 
ゲス ト 分 子 と し て の 2- ピ リド ン 類 の 被 包 接 能 お よび その 包 接 錯体 の 固 相 光 反応 性 た に対する 置換 基 効 果 
・ 野 口 章 公 ・ 横 田 久 ・ 奥 田高 千代 ・ 戸 田 三 夫 ・ 
b) 反応 と 合成 
Claisen 転位 反応 に お よ ぼ す ヒ ドキ ッ ン ル 基 を も つ 置 換 基 の 影響 五島 正信 ・ 林 隆 俊 
+ 英輔 ・ 高 橋 清 文 
山元 公 寿 ・ 西 出 宏之 ・ 土 田 英俊 
(3) 
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2,3- ジ クロ ョ -5,6- ジ シン アノ - タ - ベ ペン ゾ キ ノン に よる フラ バ ノ ン 類 の 脱水 素 反 応 に 関す る 速度 論 的 研究 
星野 行 男 ・ 竹 野 昇 


光学 活性 アン モニ = ウム 支持 電解 質 を 用 いた トリ ス ( ア セチル アセ トナ ト ) コ バル ト ( 想 ) 錯 体 の 


DMSO-TiCI, (1 1) 錯体 に よる 二 , BOS FAH 山本 二郎 ・ 福 島 広 
ポリ フル オロ アル キル =o- ニ トロ ペン ゼン スル ホ ナ ー ト と 1,4- ジ アザ ビシ ク n ョ [2.2.2] 


ヘキサ カル ボ ニ ル モリ ブ プ デ ン 存在 下 に お ける 2- イ ソ オ キサ ゾ リ ン 誘 導体 の 反応 


ーー ピリ ジン 誘導 体 の 生成 一 一 eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeereeeeeseeereeeeeeseeeeereeeeeeee 小林 知 重 ・ 飯野 幸生 ・ 新 田 信 
金属 塩 添加 , アル カリ 水溶 液 中 に お ける 第 二 級 アル ュー ル の 亜 臭素 酸 ナ トリ ウム に よる 酸化 


Wilkinson 錯体 (RhCICPPh』)s) 触媒 に よる 2- ア ルキ ル シ ク ロペ ンタ ノン お よび 2- ア ルキ ル 
シク ロペ ヘキサ ノン 類 の ヒド ョ シン リル 化 反 応 に お ける 立体 選択 件 eonseeeeeeeeee・ 石山 純一 ・ 専 田 泰久 ・ 今泉 真 
FF 7 S — W-4, 9- 中 森 建 夫 ・ 笠 井 俊 保 
Claisen 転位 反応 に お よ ぼ すえ メタ ルオ キン ド 基 の 影響 errr ARIE °K 降 俊 ・ 江 田 久 美 ・ 岡 田 豊 
Pb-T1 複 酸化 物 被覆 チタ ッ ン 電極 に ょ る 有機 化合 物 の 電解 酸化 ……… 加 田 好 実 ・ 渕 上 寿雄 ・ 野 中 勉 ・ 佐 藤 則 雄 ・ 吉 山 明子 
塩化 銅 C1 ) 存 在 下 に お ける NM'- シ アノ -S- メ チル イソ ッ チ オ 尿 素 お よび その 関連 化合 物 と アミ ン と の 反応 

脂肪 族 ア ミン , 二酸化 炭素 と 2- ク ロロ メチ ルオ キシ ラン な いし 2- フ ェ ニ = ルオ キシ ラン と の 

反応 に よる カル バ ミ ド 酸 ニ ステ ル 類 の 生成 ee 斎藤 功夫 ・ 畑 田 清隆 ・ 伊 東 祥 太 ・ 浅 野 隆 ・ 戸 田 敬 


NN'ー- シ アノ -S- メ チル イソ チオ 尿素 類 と アミ ン と の 反応 に お ける 重金属 イオ ン の 効果 


1 H, wH-1-Iodoperfluoro-1-alkenes の 合成 と その 山中 寛 ・ 荒 木 原 正樹 ・ 福 西 ・ 野 村 元 
ェ ス テル 基 を 有する トリ フェ ノ ジ チ アジ ン 類 と トリ フェ ノ ジ セ レナ ジン 類 の 合成 

木島 一 郎 ・ 分 島 子 ・ 佐 々 木 徹 
アダ マン タン の エチ ル 化 本 名 幸作 ・ 市 川 ・ 飯 田 博 
アル ミ ナ 担 持 ハ py ン 化 に よる フェ ニル アセ チレ ン の ハロ ン 化 小泊 満 生 佐藤 弘 章 吉富 RFE 

c) 反応 機構 

イミ ダ ゾ ー ル ・ エ ポキ ンド 下 で の フェ ル イソ ッ シ ア ナー ト の 三 化 小山 奈 良 原 俊和 


縮合 多 環状 1,3- ジ アル キル -1,3,5- ト リア ジン -2,4(1 万 ,3 万 )- ジ オォ オン 類 の EI お よび FAB 質量 スペ クト ル 
ーーEI フラ グ メ ン テ ー シ ョ ン に お よ ぼ ほす 構造 効果 と FAB 質量 スペ クト ん ル 定量 測定 の 応用 一 一 


沢田 正実 ・ 山 田 ・ 古 川 ・ 張 中 ・ 福 田 房 子 ・ 田 中 高 紀 ・ 高 井 雄 ・ 花 昭 ・ 三 角 荘 一 
各種 テー テル 中 で の 過 ョ ヨウ素 酸 ナ トリ ウム に よる フェ ニル ヒド ラジ ン の 酸化 反応 nenaneeeneenecacnaaossseseseaees 坪井 正毅 
ザー 水 共 触媒 系 で の フ ニル イソ シア ナー ト の 三 量化 反応 小山 Hit 奈良 原 俊 和 


d) 有機 金属 化学 
ュ コバ ルト (I) Schiff 塩基 錯体 を 触媒 と する フェ ノー ん ル 類 の 酸化 meeeeeeeeeeeeseeseeeseeeas 鳥越 和文 ・ 新 海 征治 ・ 真 鍋 修 


有機 スズ 化合 物 を 用 いた フェ ノ キ シ メチ ルリ チ ウ ム の 生成 と 反応 ee 山本 忠 ・ 宇 佐美 隆志 ・ 成 知 聖 悟 ・ 山 田 和 俊 
アァ アント ョ と 金属 お よび 金属 アミ ド , チオ ラー ト と の 反応 
ァ アァ ント ョ ン と 移 金属 お よび 金属 アル コキ シド の RAT 


157 


165 
545 


619% 
622% 


681 
780 


785 


| 
| 
re 
f 
792 
834 
1091 
1096 
11498 
1192 
1196 ; 
1246’ | 
NN- メ チル ビ ピ ペ ラ ジン お よび 1- メ チル ヘキサ ヒド ロロ -1,4- ジ ア ゼ ピ ン の 電解 フッ 素 化 反応 ; 
1249° 
1321 
1329 
1754 
1810% 
552 
560 
1102 
1758 
1765 
60 
625% 
688 
796 
801 ‘ 
805 


oR 


N- シ リル シア ナミ ド 誘 導体 
e) 有機 工業 化学 
ュ コバ ルト 触媒 に ょ る 一 酸化 炭素 と 水素 か ら の ェ エチ レン グリ コー ル の 直接 合成 


増田 隆志 ・ 村 田 和 久 ・ 小 林 敏 明 ・ 松 田 昭 171 
水素 供与 性 溶剤 中 に お ける Morwell 褐 炭 液 化 過 程 の 反応 工学 的 研究 ee 小 郷 良 明 ・ 宮 本 裕貴 夫 1107 
各種 金 属 触媒 を 用 いた ピレン お よび フル オラ ン テ ン の 選択 的 水素 化 反応 

持田 勲 ・ 大 平 正 人 ・ 西夏 ・ 津 博 1112 


Friedel-Crafts 反応 に よる o- キ ン レ ン , イン ダン だ お よび テト ラリ ン の フェ ニル スル ホー ニ ル 化 
吉井 善弘 ・ 伊 東 昭 芳 平 嶋 恒 真 修 1117 
BIRD IK FT HAC x 7 — DYE 鈴木 茂 ・ 高 田 一 郎 1206 
石炭 液化 油 重 質 留 分 に 含ま れる 長 ラフ ィ ォ ン 類 の 二 階 水素 化 解 反 応 
持田 ・ 坂 西夏 也 ・ 光 来 要 三 ・ 藤 博 1212 
硫化 モリ ブ デ ン 触 媒 た に たよ ょ る ベン ゾ オ キサ ゾー ル , メト キン フェ ノー ル 類 お よび メト キン ベン ゼン 


FA — WIAD KK 小沼 健治 ・ 長 谷川 博俊 ・ 板 橋 国 夫 1771 
1- ナ フト ー ル の 非 水溶 媒 中 で の アゾ カッ プリ ング 反応 eeeeereeeeeeeeeeeeeeee 岸本 論 ・ 宮 脇 和 彦 ・ 大 串 恒 夫 ・ 平 嶋 恒 亮 1778 


9. 天然 物 有 機 化学 ・ 生 体 関連 化学 


a) 天然 物 有 機 化学 


N- ア セチル -DL- フ フェニルアラニン の ペン チル アン モニ ウム 塩 の 優先 卓 出 法 に よる 光学 分 割 


NN- ア セチル -DL- ノ ルロイ シン の 有機 アン モニ = ウム 塩 の ラセミ 体 構 造 と pb- ア ン モ ニ = ウム 塩 の 


優先 出 法 に よ る 光学 分 白岩 正 ・ 吉田 裕一 真島 公男 黒川 秀 基 177 
シネ オー ル 類 の 合成 ゼビオ ライ ト 存 在 下 で の 酸 に ょ Z A 217 ド 
8- メ チル カラ メ ネ ン お よび その 位置 異性 体 の 合成 ene 田中 寿一 ・ 森 正仁 ・ 安 達 和郎 569 
ハナ ヒ リ ノ キ (Leucothoe grayana Max.) か ら の 新 ジ テル ペ ノ イド の ERY 治雄 1122 
各種 硫酸 塩 を 助 剤 と する Grayanotoxin 1, M お よび 1,2-Cyclohexanediol の アセ ター ル 化 einerrereee 寺井 忠正 1333 

b) 生体 関連 化学 
海産 題 粒 真 珠 中 の 常 磁性 化学 種 の ESR に よる 研究 eenseeeeeeeereeeerreeeee 石津 和彦 ・ 池 田 理 恵 ・ 田 嶋 邦 彦 ・ 三 好 清 徳 93N 
ポリ (リボ ウリ ジル 酸 ) と の 相互 作用 の 磁 気 緩和 に よる 研 円 満 字 公 衛 220% 


ュ コン ドロ イチ ン 硫酸 


10. 高 分 子 化 学 


Poly[oxy-1, 4-phenyleneiminocarbonyl(3-carboxy-1, 4-phenylene)carbonylimino-1, 4-phenylene | 


ク ロロ フィ リン と ポリ ビ ニ = ル ピ リド ン ) DEE 円 満 字 公 衛 1216 
チア ゾ リ ジノ ン 環 を 側 針 た もつ ポリ マー の 電気 的 性 質 seoceeeeeesceeeeseesesceseeeseeceseeseeceeeseeeeseeseceeeeceees 杉山 一 男 ・ 木 平安 治 1366 ド 

c) 合成 と 反応 
側 鎖 に = トロ ョ アリー ル 基 を 有する 高 分 子 の 感光 性 樹脂 へ の 応用 ee 内 田 二 朗 ・ 高 橋 栄 治 ・ 飯 沢 導 司 ・ 西 久保 忠臣 65 
光学 活性 ポリ (イミ ノエ エチレン), ジア ミン - 水 素 化 リチウム アル ミニ ウム 錯体 を 用 いる 

2- エ チル ペル オキ シ ヘ へ キサン 酸 た ブチ ル の 分 解 速度 と 重合 開始 + 224" 
性 ホル モン 類 を 用 いる メタ クリ ル 酸 メチ ル の 重合 580 
ヒド ロキ シル ア ミン - 過 酸化 水素 系 に よる メタ クリ ル 酸 メチ ル の 重合 に お ける 重金属 イオ ン の 影響 ee 田中 孝昭 591 
ポリ マー 側 鎖 に 増 感 其 と 基質 結合 基 を 有する 複合 機能 型 の 高 分 子 増 感 剤 の 合成 と 応用 eeeee… 内 田 二 朗 ・ 西 久保 忠臣 — 595 
非 イ オン 界面 活性 剤 を 含む 水 浴 液 中 に お ける 硝酸 鉄 C 臣 うに よる メタ クリ ル 酸 メチ ル の 重合 ee 新井 義夫 ・ 松 田 弘 彰 694 


(5) 


、 
1202 
= 
1260" 
| 
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界面 活性 剤 を 含む 水溶 液 中 に た お ける シア ノ (1,10- フ ェ ナ ン トロ リン ) コ バル ト ( 了 I) 錯 体 に と ょ る 
メタ クリ ル 酸 メチ ル の 重合 新井 義夫 ・ 松 田 弘 調 
ピレン , フェ ナン トレ ン 混 合 物 を 原料 と する 縮合 多 環 芳香 族 炭 化 水素 の 重 縮合 体 樹 脂 の 合成 と 性 質 
大 谷 杉 郎 ・ 小 林 裕 子 ・ 井 上 斉 ・ 太 田 悦 郎 ・V. RaSckovié + F 洪 技 ・ 太 田 道 也 
メチ ルビ ニル ケト ン と アク リル アミ ド と の 無 触媒 共 重 合 性 -……… 小 都 栄 一 ・ 光 田 答 和裕 ・ 池 沢 和 之 ・ 山 下 那 都 樹 ・ 前 嶋 俊 寿 
非 イ オン 性 界面 活性 剤 を 含む 水 次 液 中 に お ける 硝酸 クロ ム ( 想 うた よる メタ クリ ル 酸 メチ ル の 重合 
YS 
2- ア ン ル アミ ノ -4- ア ニ = リノ -6- イ ソ プ ロ ペ ニ = ニル -1,3,5- ト リア ジン の 合成 と 重合 


11. 材 A ft 学 
a) 界面 活性 物質 
NN-[ ポ リ ( オ キシ エチ レン )] ポ リエ チレ ン イ ミン の 石炭 - 水 スラ リー 高 濃 度 化 性 能 
- 水 スラ リー の 高 濃 度 化 と 石炭 組成 の 関係 — 
IC L — (CWM) の 安定 化 修 ・ 杉 山 
b) 表面 処理 ・ 表 面 被 故 
シン アノ 錯塩 か ら の 銀 - パ ラジ ウム 合金 の 電 析 に お ょ ぼ す と 素 の 影 5 ix: 
C) 分 離 ・ 機 能 性 膜 
メチ ル グ リ コー ルキ ト サ ン , (カル ボキ シメ チル ) デ キス トラ ン お よび 硫酸 エス テル 化 ポ リ ( ビ = ル ア ル コー ル ) 
か ら な る 高 分 子 電解 質 複 合体 膜 の Na* 輸送 に お ける 肝 電 位 変化 er 菊池 康男 ・ 久 保田 直 治 
含 リ ン 樹 脂 を 基体 と する イミ ノ 二 酢酸 系 キレ ー ト 樹脂 の 合成 と その イオ ン 選 択 人 性 
eeeceveceeseeseseseesessssoseseeeseseceeesesgeseeeseeeeeesseeeseeesseeeeeseseseseseseceeresse mM 秀彦 ・ 大 橋 二 也 ・ 藤 村 義 和 ・ 武 上 善 信 
d) 機能 材料 
2-(4-m- ア ン ル オキ シベ ンジ リデン アミ ノ フェ ナン トレ ン の 合成 と 液 性 杉浦 三 ・ 西 田 学 ・ 藤 
POE-PTHF-POE トリ ブロ ョ ロック コ ポ リ エ ー テ ル を ソフ ト セ グ メ ント と する セグ メン ト 化 
ポリ ウレ タン 尿素 の 合成 と 抗 血栓 性 医用 材料 と し て の 評価 
池田 裕子 ・ 谷 信 三 ・ 山 下 三 ・ 山 本 和子 ・ 山 下 岩 
キト サン , メチ ル グ リ コー ルキ ト サ ン お よび 硫酸 エス テル 化 ギ ポリ (ビニ = ル ア ル コー ルツ) の 3 成分 か ら な る 
高 分 子 電 解 質 複合 体 の 膜 形成 と 能動 輸送 ・ 選 択 透 過 購 菊池 康男 ・ 久 保田 直 治 ・ 田 中 尚 信 
放射 線 グ ラフ ト 重 合法 に よる ウラ ン 吸 着用 中 空 系 状 ?7 ミ ド オ キシ ム 樹 脂 の 合成 
水 酸 化 硫酸 鉄 ( 臣 ) と , 硫酸 テス テル 化 ボ ポリ (ビニ = ル ア ル コー ル ) ま た は テト ラリ ン 酸 ナトリウム と か ら な る 
f) 印 写 材料 
有機 過 酸 化物 お よび 有機 色素 を 複合 開始 剤 と する 高 感 慶 感光 材料 の 固 相 マト リッ クス 中 に お ける 
光 重 合 挙 動 + 
h) セラ ミッ クス 
多 質 ガラス の 細 構造 と 気体 透過 矢沢 哲夫 ・ 田 中 博史 ・ 江 清久 
j) 天然 高 分 子 物質 
石灰 処理 た と ょ よる クロ ム 革 か ら の ゼラ チン の 収 率 と 品質 に お よ ぼ す 抽 出 液 の pH の 影響 
i 岡本 和 吉 ・ 隅 田 卓 ・ 安 井 三雄 ・ 山 本 忠弘 
m) 接着 ・ 接 着 剤 
合成 ポリ (7 アミノ酸 う の 金 属 面 へ の 接着 カ 山本 浩之 


13. 環境 ・ 安 全 化学 


a) 大 気 汚染 
炎 光 光度 検出 器 付 さき ガス クロ ョ マト グラ フ に よる 大 気 中 の 硫酸 ミス ト の 定量 
松村 年 郎 ・ 亀 勝 ・ 等 力 RM 
(6) 


1127 ; 
1220 ‘ 
12528 
1338 
1782 3 
227% : 
602 
1342 
608 
816 
1229 
1788 
192 
197 
699 
706 
1792 
1816" 
1234 
| 
201 
735% 
90% 


BL ODER OB He ・ 田 将 典 ・ 橋 本 芳 一 


大 気 を 通じ た 水銀 の 移動 量 の 評価 一 一 新潟 県 の 例 一 一 eee 福崎 紀夫 
b) 

活性 炭 流 動 層 に よ ょ る ベン ゼン の 加熱 脱着 特性 ee 保利 一 ・ 田 中 勇 武 ・ 秋 山高 

活性 炭 か ら の 有機 溶剤 の 加熱 脱着 特性 ee 保利 一 ・ 田 中 勇 武 ・ 秋 山 高 


c) 水質 ・ 排 水 処理 
河川 水中 の 有機 ヒ素 (メチ ル ア ル ソン 酸 ,. ジメチル アル シン 酸 ) お よび 無機 ヒ素 Cl, V) の 濃度 分 布 
田中 茂 中 村 . 洋 F 橋本 芳 一 
無水 マレ イン 酸 - イ ソ ッ プ テン 共 重 合体 と ポリ エチ レン イミ ン か ら の 複合 樹脂 に ょ よる 6 価 ク p= ム の 吸着 特性 
内 藤 龍 介 ・ 内 田 浩 史 ・ 宇 佐美 四郎 ・ 今 井 
下水 中 の 溶解 性 有機 物 の 組成 ee 立 本 英機 ・ 安 部 郁夫 ・ 藤 代 光 雄 ・ 原 SES + HSER 
実験 室 廃液 中 の 水銀 の 鉄 粉 に よ る 除去 白 標 高史 中 山 和 久 柿 井 一 栗山 光央 
ヘキサ デシ ルフ タル アミ ド 酸 に よる 水銀 うな ど 金属 イオ ン の 抽出 
西村 ・ 小 林 年 ・ 三 宅 義 和 、・ 寺 本 正明 ・ 
f) そ の th 


14. エネ ルギー 化学 


a) 


ik 学 

d) @ 

バナ ジウ ム ま た は ジル コ ニ ウ ム と チタ ン - コ バル トー- マ ン ガ ン 系 お よび チタ ン - コ バル ト - 鉄 系 


論文 特集 「 導 電材 料 と その 応用 」 
希土類 硫化 物 薄膜 の 作製 と を の 電気 的 人 性質 足立 吟 也 ・ 松 林 重 治 ・ 今 中 信人 ・ 王 Wee + HUI 
AsF。 を イン ター カレ イト し た 気 相 成 長 グ ラフ ァ イ ト の 特性 eeeeeeeeereeeerene: 塩谷 。 準 ・ 山 口 洋一 ・ 松 原 宏 長 ・ 村 上 茂 三 


反応 性 スペ ッ タ リン グ に よる 導電 性 Ur Og 膜 の 作成 neerseeeeeeeeeeeeee 河 手 信 一 ・ 藤 原 良 治 ・ 小田 俊 理 . 清水 yy 
高 濃 度 に ドー プ し た 半導体 を 電極 と する 電気 化学 計測 

ーー トン ネル 電流 に ょ る 再 配置 エネ ルギー の 測定 RE RE 


LOM LIF TA EG LUE 山下 ・ 木 孝 紀 ・ 向 井 利夫 
フル オロ ケイ 酸 イ オン を 有する テト ラチ アフ ル バ レ ン お よび 関連 ドナ ー 塩 の 合成 と 電気 伝導 性 

長 鎖 アル キル ピ リ ジ ニ ウム ・TCNQ 錯体 単 分 子 膜 の 温度 に よる 配列 制御 よび 


中 村 義 ・ 田 中 基 ・ 関 ・ 川 端 康治 郎 


ポリ アセ チレ ン の ソリ トン 低減 化 効 果 WEE RIC 田部 井 久 


アク セプター 型 ポ リ ( ジ アセ チレ ン ) ツ の 合成 と 導電 性 eteeeeeeereeeeeeeereerereeeeeeeeeeeeeeeteeeeeeeeeeee 内 藤 勝 之 ・ 水 島 公 一 
1- ビ = ルビ ピレン の 電解 酸化 重合 お よび ポリ (1- ビ = ルビ ピレン ) の 電気 化学 的 ドー ピン グ と 


三川 4b 
塩化 アノ ンチ モン (V) また は 上 臭素 を ドー プ し た ポリ (1,4- ジ チア ナフタレン ) お よび 


ポリ ( メ ル - イ v) の 導電 構造 


松田 宏 雄 ・ 中 西 人 郎 ・ 加 藤 政 雄 
ポリ ビ ロー ル 系 複合 導電 性 フォ ィ ルム の 電気 , 丹羽 
UE HE TERK — 吉野 勝美 ・ 田 端 弘 ・ 金 藤 敬 一 ・ 大 沢 
気 相 重 合 し た 導電 性 ポリ ピ ー ル 複合 フ A 小塩 武 明 宮田 清蔵 
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日 本 化学 会 誌 1986 Nol2 


主 トリ アゾ ー ル 基 を 有する 芳香 族 ギ ポリ マー の ドー ピン グ 
電解 重合 で 合成 し た ポリ チエ ェ エニ レン フ ィ ォ ル ム の 構造 と 導電 性 

堀田 誠 ・ 古 曳 重 美 ・ 下 間 
FAVA Y F 片桐 一 春 ・ 小 口 弘 ・ 高 須 義 
マグ ネン シウム フタ ロン シン アニ ン (MgPc) 化合 物 を 用 いる 半導体 レー ザー 記録 用 電子 写真 感光 体 

金属 へ ョ ゲン 化物 に よる ポリ (2,5- チ ェ エニ = レン ) お よび ポリ (3- メ チル -2,5- チ エニ = レン) の ドー ピ ビ ピング 

EERIE Ra 小坂 田 娠 太郎 ・ 若 林 俊和 ・ 山 本 隆一 ・ 山 本 明夫 
テト ラメ チル テト ラ セ レ フル バレ ン 塩 の プラ ズ マ 振動 数 と 電子 パ 山地 
catena- 上 に - エ チ ニ レン フタ ロン シン シア ニナ トコ バル ト ( 想 ) の 合成 と その 導電 性 


Ga ei ee Nth 折 橋 裕治 ・ 小 林 範 久 ・ 土 田 英俊 ・ 松 田 宏 雄 ・ 中 西 人 郎 ・ 加 藤 政雄 
ウッ ウレ タン 置換 ポリ (ジア セ チ レ ン フィ ルム の 光電 気 伝導 KB 宏 ・ 長 谷川 
ポリ アセ チレ ン の 電子 スピ ン エ コー 

博 ・ 川 英 樹 ・M.K. Bowman C. P. J. Tarxnc・J. R. Norkis 
AgI-Ag。Ch-P。Ch。 系 (Ch=O, S, Se) 超 イ オン 伝導 ガラス の 作製 と 伝 機 i 
LICR (PREV YAS YF) 橋 か け 体 の イオ ン 人 分 子 運動 

渡辺 正義 ・ 鈴 木 子 ・ 井 浩平 ・ 緒方 直哉 
プ ョ トン 導電 性 固体 電解 質 を 用 いた 常温 作動 型 ガ が スモ センサー の 開発 三浦 則雄 ・ 加 藤 寛 ・ 金 子 浩昭 ・ 山 添 衝 


高 分 子 膜 の イオ ン 伝 導 に お よ ょ ぼ ほす 転移 温度 お よび アル カリ 金属 塩 の 解離 テ ネ ル ギー の 効果 

ーー 小林 範 久 ・ 大 野 弘 幸 ・ 土 田 英俊 
V0。-WO。 混合 導電 性 非 質 薄膜 の 電気 化学 特性 文 良 ・ 伊 由 ・ 宮 内 克己 ・ 工 藤 徹 一 
ポリ ー ん 被 を 利用 する 水深 の pH 岡野 光俊 ・ 藤 嶋 照 ・ 本 多 健一 
溶存 レ と ドッ クス 化学 種 の 酸化 還元 反応 に 対す る 電解 重合 ポリ ア = リ ン 講 彼 故 電極 の 電極 触媒 作用 

構造 制御 電解 重合 ポリ ピ ョ ー ル 薄膜 の シナ プス 前 膜 モデ ル へ の 応用 ere 篠原 寛 明 ・ 相 光 益 和男 ・ 白 川 英樹 
城 一 民 ・ 佐 藤 直 ・ 西 AK + + PE 
有機 超 伝 導体 ビス (エチ レン ジチオ )- テ トラ チア フル バレ ン 塩 の 構造 変態 ere 野上 由 夫 ・ 鹿 児島 誠一 ・ 斉 藤 軍 治 
EXAFS に よる 導電 性 高 分 子 材料 の 評価 一 一 臭素 を ドー プ し た ポリ アセ チレ ン の 局所 構造 一 一 

KMEZ 園 ・ 石 黒 武 白 川 英樹 ・ 根 本 宏明 ・ 松 下 
EF EBT b FFT FWA 辻本 和雄 ・ 大 橋 SF 


論文 特集 「 最 新 の 化学 分 離 法 」 


表面 改 質 し た 活性 炭 織 維 に ょ る 水中 に 深 存 する 微量 有機 物 の 吸着 分 離 eeeeeeeeeeeeeee 荻野 圭三 ・ 金 子 行 裕 ・ 小 川 丈 夫 
ン リ カゲ ル 表 面 の 化学 修飾 と 赤 外 吸 収 ス ペ va 近藤 精 一 
ジル コ = ウム 担持 活性 を 用 いる 水中 フッ 化物 イオ ン の WG the WA ・ 藤 永 
2,4,6- ト リ -2- ビ ピリ ジル -1,3,5- ト リア ジン 担持 活性 談 を 用 いる 落 液 か ら の 微量 カド ミウ ゥ ム ( 了 I) 
SSC), 白金 CW うお ょ パラ ジウ ム ( の 
d- シ ョ ウノ ウ お よび 7- メ ント ー ル プラ ズ マ 重合 膜 た に たよ ょ よる アミ ノ 酸 の 透過 特性 お ょ び 吸 着 特 性 


結 性 シリカ 多孔 体 こ に ょ る 水溶 液 か ら の フェ ノー ル 類 の 吸着 成田 此 ・ 堀口 直人 ・ 岡部 二郎 
ジ チ ゾ ン -2,2- ビ ピリ ジル に よる コバ ルト (TT) う と ニッ ケル (I) の 協同 抽出 分 離 < ニ ee 赤岩 英夫 ・ 川 本 博 ・ 田 中 孝典 


非 イ オン 界面 活性 剤 ボリ (オキ シン エチ レン )=4- ノ ニル フェ ニル = エー テル に よる 塩酸 溶液 か ら の 
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非 イ オン 界面 活性 剤 ミ セル 溶液 か ら 生 じ た 二 相 間 に お ける 2-(2- ピ リ ジ ル アゾ ) フ ェ ノ ー ル と 

その キレ ー ト の 分 配 平衡 川 守田 茂 ・ 渡 辺 寛人 ・ 原 口 謙 策 ・ 宮 嶋 正 時 
1 価 ク ラス ゆ ゅ 金属 の 選択 的 抽出 分 離 砂 よび 吸光 光 鹿 試薬 と し て の チア クラ ッ ウッ ン 化 合 物 誘導 体 関戸 築 一 ・ 茶 山健 二 
8- ジ ケト ン と テト ラブ チル アン モニ ウム イオ ン に よる コバ ルト (EI) 三 元 錯体 の 溶媒 抽出 に お ょ ぼ す 

配 位 子 の 性 質 の 影響 関根 達也 ・ 村 井 良 吉 ・ 岩 堀 繁 久 
イオ ン 交 換 樹脂 を 用 いる 生体 試料 中 の イッ 酵素 の 分 離 と 活性 測定 武田 立 守 ・ 吉 田 (BE + BREEN + A 
2,4- ヘ へ キサ ジイ ン -1,6- ジ オー ル 誘 導体 の 選択 的 ゲス ト 取 り 込 み 現 象 と それ を 利用 し た 異性 体 の 分 離 


電気 浸透 流 を 用 いた 液体 ク ョ マト グラ フォー と ゾー ン 電 気 泳動 
ジェ チル チオ カル バ ミ ド 酸 キ レー ト 抽 出 と ク rr 錯体 へ の 配 位 子 置 換 に と ょ る 重金属 イオ ン の 
非 水 細 管 等 束 電 気 泳動 平間 祐志 ・ ミ 
ミセ ル 液 を 用 いる 界面 動 ク ョ マト グラ に よる 芳香 族 スル フィ ォ ド の 分 離 
油水 界面 イオ ン 選 択 性 電極 の 特性 と その 電気 分 析 化 学 へ の 応用 ere 千田 頁 ・ 大 堺 利行 ・ 角 谷 忠 昭 ・ 
二酸化 を 移動 相 と する ミク ロカ ラム 液体 クロ マト グラ フィ 竹内 豊 英 ・ 橋 本 石 
分 子 固 有 の 性 質 に 基づく 逆 相 液体 ク ョ マト グラ フォ ー に お ける 保持 の 考え 方 新井 有 子 ・ 蜂 川 み つ 子 ・ 
逆 相 クロ ョ マト グラ フィ ォ ー に お ける 基 材 と 保持 機構 
液体 クロ マト グラ に お ける コン ュー ター の 役割 神野 清 勝 
アァ アミノ酸 の 銅 電 極 に ょ る 電気 化学 検出 一 一 高速 液体 ク ョ マト グラ フィ ーー 一 
市 村 男 ・ 中 ・ 北 川 豊 吉 
不 飽 和 化 合 物 異 性 体 の 分 離 一 一 
田中 信男 ・ + 
CR)- フ ェ ニ ル グ リ シン の 尺 素 誘導 体 を 固定 相 に 用 いる 高速 液体 ク ョ マト グラ フィ ォ ー に よる 
光学 異性 体 の 分 離 大 井 尚 文 ・ 北 原 + AE 
クラ ウッ ン エ テー テル の 分 子 認識 能 を 利用 する アミ ノ 酸 と ペプチド の 逆 相 高速 液体 ク ョ マト グラフ 4 一 - 
イオ ン 対 クロ マト グラ フィ ォ ー と の 比較 中 川 照 眞 ・ 濾 川 明正 ・ 上 貝原 徳 紀 ・ 田 中 久 
蛍光 - 高 速 液 体 ク ョ マト グラ フォー に よる ミク ロ ネ ン シア 海域 の 数 種 の 魚類 の 卵巣 , 精巣 お よび 
プラ ンク トン 中 の イコ サ ペ ンタ エン 酸 お よび アラ キ ド ン 酸 の 分 離 定量 ……… 一 瀬 典夫 ・ 阿 部 茂夫 ・ 足 立 恭 子 ・ 加 戸 隆介 
アァ アミノ酸 の プレ カラ ム 淀 光 誘 導体 化 試 薬 と し て の 2- メ トキ ン シ -2,4- ジ フェ ニル -3(2 且 )- フ ラノ ン 
中 村 洋 ・ 高 木 和 子 ・ 田 村 閣 歳 ・ 与 田 玖 子 ・ 改 山本 有一 
高速 液体 クロ ョ マト グラ フィ ォ ー に よる 抗 が ん 活性 白金 錯体 と DNA ぉ ょ び 核 酸 塩 基 と の 相互 作用 に 
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イオ ン 相 互 作 用 を 有する シク ョ デキ スト リン を 固定 相 と する 高速 液体 クロ ョ マト グラフィー 
高橋 圭子 ・ 中 田 ・ 三 上 正仁 ・ 服 部 郎 
親水 性 マト リッ クス を 有する 弱 酸 性 イオ ン 交 換 体 を 固定 相 に 使用 し た ヒト 氷 中 カテ ュー ル ア ミ ン の 分 析 
BY 得 一 郎 ・ 山 口 賀 久 ・ 野 康二 ・ 柳 原 裕三 
オリ ゴ デ オ キシ リボ ヌクレオチド の イオ ン 対 タク ロマ トグラフ ォ ー 
牧野 圭 視 ・ 尾 崎 広 明 ・ 松 本 哲史 ・ 武 内 民 男 ・ 福 井 寿 一 ・ 波 多野 博行 
吸光 度 検 出 イ オン クロ マト グラ フォー へ の カラ ム ス イ ッ チ ング 法 の 導入 sesesesececeseeseseseess 吉田 育 世 ・ 早 川 和 一 ・ 宮 崎 元 一 


論文 特集 「 化 学 に お ける 構造 決定 」 


メチ ル シ ラ ンチ オー ル に お ける 分 子 構造 と 安定 配 座 の Ab Initio SCF MO 研究 

水素 で 橋 か けし た ペリ リッ ウム 化合 物 の 構造 に 関す る 理論 的 研究 

多 配 置 SCF 法 に よる ペン ゼン の 最低 励起 一 重 項 状態 の 構造 と 分 子 振動 の 解析 長 村 吉洋 
F WIEST 山辺 信 一 ・ 田 中 
非 経験 的 分 子 軌道 法 に ょ る 原子 の 酸化 状態 の 研究 + 
飽和 ヶ ケイ 素 化合 物 の 分 子 力 場 定数 の 決定 と 配 座 解析 へ の 応用 田代 浩二 ・ 海 野 美奈 子 ・ 永 瀬 茂 ・ 寺 前 裕之 
溶媒 効果 の 有効 電荷 モデル に お ける 構造 因子 ーー アセ チル コリ ン の 立体 配 座 一 一 菊池 + pth « SEE 
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ホウ 酸 ガラス の 構造 と 塩基 度 に 対す る 分 子 軌道 法 か ら の アプ ローチ 内 田 希 ・ 前 川 CHE 
オォ ー ジ ェ 和 電子 お よび 電子 エネ ルギー 損失 分 光 法 に ょ る 鉄 合金 粒 界 破断 面 の 結合 状態 奥 正興 ・ 広 川 吉 之 助 
分 子 内 振動 非 調 和 ポ テン シャ ん ル 定数 と 平衡 構造 の 同時 決定 一 一 非 直線 HXY 型 分 子 の 分 子 構造 一 一 eee 廣田 柴 治 
平均 構造 ヶ , の 同位 体 効 果 を 利用 し た 平衡 構造 + ヶ 。 の 決定 一 一 対称 水素 化物 分 子 へ の 応用 一 一 ……… PHA ashe + PEPE 
三 ョ ゲン 化 ホ ウ 素 を 受容 体 と する 電荷 移動 錯体 の 気 に お ける 構造 柴田 周三 ・ 飯島 哉 
気体 電子 回 折 に ょ る ジイ ソ プ ョ ピル スル フ 4。 ド の 分 子 構造 近藤 裕之 ・ 竹 内 浩 ・ 小 中 重 弘 ・ 木 村 雅 男 
分 子 の 構造 一 BHC(OH)。 と BHF(OH) の マイ ク 波 ス ペク トル ーー 川嶋 良 章 ・ 竹 尾 陽 ・ 松 村 知 
マイ ク = ョ 波 分 光 に よ ょ る 塩素 置換 ベン ゼン の 構造 決定 恩田 正雄 
ェ エネ ルギー 分 散 型 X 線 回 折 法 に よる 1,1,1- ト リク ロロ ョ エタ ン の 液体 構造 の 決定 é ミ ・ 飯 島 孝 夫 
X 線 回 折 法 に よる マ ョ ン 酸 タリ ウム (I ) 水 溶液 の 構造 解析 
山口 敏男 ・ 中 善郎 ・ 小 和 ・ 大 志 ・ 久 寿 米 木 朝 雄 
(Li-Na-K)Cl 共 融 組成 混合 次 融 塩 の X 線 回 折 お よび 分 子 動 力学 シミ ュ レ ーション に よる 構造 解析 
ョ ッ 化 鉛 (T エ う -Lewis 塩基 の 付加 化合 物 の 組成 と 特異 な 構造 を 有する ョ ッ 化 鉛 CTT)- 
テト ラメ チル チオ 尿素 (1: 1) 宮前 浩三 ・ 田 B 
飛行 時 間 法 中 性 子 回 折 に ょ る 水 の 構 造 決 定 と 非 弾 性 散乱 効果 HAH + HUME 
スル ホキ シド ) 銅 ) 過 塩 素 酸 塩 の 結晶 構造 馬越 ・ 木 松 本 圭司 ・ 大 井 俊 一 郎 
AVY REVS =H DG 市 田 光 ・ 福 島 ・ 佐 佐 木 行 美 
EXAFS お よび XANES に よる スピ ネム ル 化合物 の 研究 お よび それ ら の 混 度 モ セン サー の 
劣化 機構 へ の 応用 MARGE 鈴木 導 松 井 
EXAFS 分 光 法 に よる 溶液 中 の ブ ョ モ 銅 (TU) 錯体 の 構造 解析 田尻 善 親 ・ 脇 田 久 伸 
EXAFS に よる 酸化 物 担持 RusCCO):。 触媒 の 構造 決定 errr 朝倉 清高 ・ 岩 汐 康 裕 ・ 黒 田 晴 雄 
表面 EXAFS 法 に ょ る Ni(110)-S 吸着 系 の 吸着 構造 研究 etter 北島 義典 ・ 小 杉 信博 ・ 黒 田 晴雄 ・ 太 田 俊明 
実験 室 に お ける EXAFS, XANES 測定 の 進歩 ーー シ リカ 担持 Cu-Rh 合金 触媒 へ の 応用 一 一 
田路 和幸 ・ 宇 田川 康夫 ・ 田 
EXAFS に よる 構造 決定 一 一 Fourier フィ ルター リン グ 法 に お ける パラ メー ター 問題 一 ereeeeeeeeeeeeeee・ 小杉 信博 
液晶 NMR 法 に よる フェ ノ キ サ チイ ン の 化学 構造 と 分 子 配向 の 研究 emereeeeeeeeeee・ 藤原 英明 ・ 山 中 ii > He x AE 
H-NMR を 用 いる 花色 色素 アシ ン ル 化 ア ント シア ニン , ビオ ラニ ン お よび マロ ニル アオ バニ ン の 
新 マ クロ ライ ド 抗 生物 質 ノ ト ネ ッ マイ シン の 構造 研究 
ESR パラ メー ター に よる 遊離 基 の 構造 計算 菊池 修 ・ 石 井 美佐 子 ・ 守 橋 健 二 ・ 中 山 光 宣 
水溶 液 中 に お ける 銅 (CT う ペプチド 錯体 お ょ び 関 連 錯 体 の 二 量 体 生 成 と その 構造 
LST FO H-NMR スペ クト ル の 変化 一 立体 化学 決定 法 と し て の 可能 一 一 岩下 孝 
ディ スタ ンス ・ ジ オメ トリ ー 法 を 用 いた ,。 リフ ァ マ イシ ン SV の 配 座 解析 cere 春山 英幸 ・ 高 山 知子 ・ 近 藤 三 千 男 
ビフェニル お よび ナフタレン の 分 子 力 場 パラ メー ター の 最適 化 
都築 誠二 ・ 田 辺 和俊 ・ 名 川 吉 信 ・ 中 西洋 志 ・ 大 沢 喘 二 
共鳴 ラマ ン 分 光 法 に よる ペル オキ ンダ ー ゼ の へ ム 近 傍 構 造 の 決 穫 一 ee 橋本 慎二 ・ 北 川 袖 三 
2,3- エ ポキ ン -2,3- ジ ヒド ロロ -2,3- ジ フェ ニル -1 且 - イ ン デ ノン の ホ ト タ クロ ミズ ム と 分 子 構造 
振動 スペ クト ル 法 か ら 見 た クロ ロフ ィ ル 4@ の 軸 配 位 効果 藤原 昌夫 ・ 田 隅 三 生 
いく つか の ア 7 アミノ酸 水溶 液 の ラマ ンス ペク トル 光学 活性 i ・ 田 中 浩三 ・ 田 中 誠之 
ッ ゥ シン 血 清 ア ルプ ミン と アア 色素 複合 体 の 誘起 ろ ラマ ンス ペク トル 光学 活性 eee 樋口 精一郎 ・ 田 中 浩三 ・ 田 中 誠之 
cis-2- 置 換 5,8- ジ メチ ル -4- ク ロマ ノー ル 誘 導体 の 優位 立体 配 座 : 屋 WE HIRAI NES 隆 
気 相 [CeHsO0]* イオ ン の 構造 な ら び に 反応 経路 に 関す る 質量 分 析 法 お よび MO 法 に よ ょ る 研究 
FAB MS/MS に よる = ッ ケ ル edta £1 + 


1566 


1571 


1579 
1587 


1594 
1601% 


1607 
1613 


1622 
1626 
1632 
1637 
1643 


1650 


1657 


| 
1414 
1425 
1432 
1438 
1446 
1451 ) 
1458 
1465 
14768 
1479 
1484 
: 1492 
1501 
1509 
1517° 
1521% 
1524 
1531 
1539 
1547 
1553 
1560% 
( 10 ) 
| 


FAB MS/MS 法 を 用 いた 有機 化合 物 の 構造 解析 へ の 応用 一 一 グ ョ ロボ マイ シン 等 を 例 と し て 一 一 

タン ク 質 の 構造 解析 と 質量 スペ ク メト 松尾 武 清 
FAB MS/SI MS に よる 糖 脂質 の 構造 解析 法 ーー ス フィ ォ ン ゴ 脂 質 長 鎖 塩基 の 解析 法 を 中 心 ヒ 一 


ASR 
GC/MS に よる 脂肪 酸 代 謝 の 研究 PRL EA 
質量 スペ クト ル 法 に よる 有機 スズ 化合 物 の キャ ラク タリ ゼー ショ ン 杉本 成子 ・ 有 銘 政 昭 ・ 川 端 省 三 ・ 大 野 幸雄 


- 
1665 
1671 
é 
1683 
1690 
1700% 
‘ 
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日 本 t * 会 誌 1986 Nol2 
飯野 785 
池沢 1252 【 ェ 】 
安部 池田 早 43, 538, 1317 越後 谷 悦郎 25 
安倍 25 池田 g22N 海老 沢 文博 288 
安藤 950 池田 699 円 満 字 公 衛 79N, 220N, 1216 
足立 1011 池田 理恵 93N 遠藤 1492 
足立 也 233 石井 965 遠藤 邦彦 1051 
阿部 茂夫 1011 石井 美佐 子 1587 遠藤 1784 
阿部 1249N 石黒 Wy 497 【 オ 】 
相沢 393 石橋 1303 小倉 987 
相澤 465 石橋 1257 小倉 興 太 郎 478 
TB 113, 120, 514, 641, 1161 石山 純一 834N 小黒 1357 
j 英夫 882 浩司 214%, 650, 825N 小坂 田 耕太 郎 402% 
秋山 1133, 1241 磯谷 順一 416N 小沢 1729 
秋山 617% 板橋 国 夫 619%, 1771 小沢 1281 
秋山 weft 1175 — 1011 小澤 聡 767 
| 839 一 1192, 1202, 1246N 小塩 武 明 348 
PREF 1196 市 川 和 1509 小田 俊 理 249 
朝倉 清高 1539 市 川 1310, 1715, 1810 小 都 栄一 1252N 
温 美 みはる 1782 市 村 987 小山 457 
荒井 康夫 767 稲垣 健治 1025 尾形 健 明 1084 
荒木 1321 道夫 1059 尾崎 976, 1043% 
荒木 993 今井 1139 尾関 寿美 1281, 1710 
新井 信正 853 今泉 真 834N 緒方 直 哉 428 
新井 969 今 中 信人 233 織田 佳代 子 920 
新井 義夫 694, 1127, 1338 岩岡 友 保 1192, 1246% 織原 宏行 911N 
有 銘 政 昭 1700% 1601% KH 999N 
芳子 1074 岩田 356 大 井 俊 一 郎 1517% 
(4) 岩田 末 1377, 1395 大 石 修治 39 

岩堀 久 915 大 石 保雄 853 
井口 英里 1622 大 正芳 739 
井上 1729 大 内 郎 585, 739 
井上 勝也 1281, 1710 字 佐 美 四郎 1139 Kk 健蔵 805 
井上 耕三 658 字 佐 美 降 志 625N Ala 順 久 894 
井上 1181 字 田 川 重 和 83N KiB 恒夫 1778 
井上 斉 1220 字 田 川 康夫 1553 KAR 165 
井 ロロ 洋 夫 485 上 田 756 信行 671, 677, 1736 
井本 585, 739 上 平 初穂 1265 大 坂 武男 457 
96% 内 田 671, 677, 1736 大 沢 342 
伊藤 義孝 1069 内 浩史 1139 KE FE 999N 
伊能 629 Py EF 規 126, 805 Ki 仁志 1484, 1492 
伊原 1187 内 本 688 Kit 1579 
飯沢 65 馬越 1517 KG 杉 郎 1220 
飯島 1451 海野 美奈 子 1404 KER 浩二 950 
飯島 孝夫 1479 浦 部 和 順 83N 大 西 BZ. 224N 
飯田 博 1292, 1303, 1810 大 西 889 

(12) 


| 
‘ 
2 


9 東村 芳 e866, 873 
1788 FER 733N 東山 WE 1352, 1803 
KG 505N 形 井 1122 FE 87%, 177 
大 橋 陽子 1683 門 義則 1260L 黒田 晴雄 497, 1539, 1547 


岡田 幸雄 580 1465 小杉 信博 1547, 1560% 
岡野 光俊 451 川田 244 小瀬 1079 
岡部 清美 138 川端 康治 郎 281 小高 忠男 412N 
圭三 839 小沼 健治 1771 
211N 木島 一郎 1754 小林 1181 
奥谷 忠雄 853 AK 武 利 165 小林 KE 1799 
奥野 1202 木下 1517N 小林 410N, 441 
奥村 | 847 木下 小林 


折 橋 裕治 410% 来 川 治 1650 小室 武勇 527 
菊地 1594 小山 徹 552, 1758 

菊池 修 1409, 1587 古 崎 1409 

加 田 1149N 菊池 康男 706, 1229, 1816" 365 
。。 1011 =} FEF 727 児玉 1765 
加藤 1357 1778 正信 49, 1096 
加藤 Fe ze 北川 1613 後藤 te 894 


KiB 角谷 忠昭 e956 久保 田 直 治 e706, 1229 
大 野 隆司 e1055 Ate 俊 保 e1091 e1765 
大 野 ™ 21) 
大 野 
681, 1321 
岡崎 ca] 
796, 801 
5 柿 井 — 35D 1803 近藤 中 E1571 
< 18) 


日 本 (tt 学 会 誌 1986 No.12 


近藤 三 千 男 
佐伯 


佐々 木 fit 
佐々 木 正臣 
佐佐木 行 美 
佐竹 
佐藤 
佐藤 直樹 


塩川 二 朗 
塩谷 
篠原 寛 明 
柴田 周三 
柴田 則夫 
明正 
清水 
清水 都 夫 


214%, 650, 825% 
244 


416%, 465, 497 


【 ス 】 
1192, 1202, 1246" 
1792 
} 319 
261 
杉浦 三 千 夫 197 
杉崎 俊夫 792 
杉本 成 1700% 
杉本 道雄 coccccccccesecesecoccese 1310, 1715 
杉本 義一 762 
杉山 征 人 255 
杉山 — 1366% 
杉山 和夫 19, 208% 
杉山 友 227N 
杉山 TTT 227%, 602, 1342 
鈴木 428 
鈴木 健治 126 
鈴木 茂 1206 
鈴木 孝紀 268 
俊彰 ・ 1524 
鈴木 633 
鈴木 博 0 1357 
鈴木 路子 629 
鈴木 BZ 295 
隅田 545 
隅田 
【 】 
関 得 一 郎 1040% 
関口 281 
関戸 907 
関根 明博 1051 
関根 756 
関根 達也 915 
千田 ti 956 
専 田 泰久 834N 
膳 昭之 助 55 
Cv} 
曽我 365 
田口 茂 894 
田代 1404 
田島 FF 713 
田尻 親 1531 
田 三 生 1626 
田中 1133, 1241 
田中 耕一 927, 932, 1746 
田中 1632, 1637 
田中 1632, 1637 
田中 713, 727 
田中 寿一 569 
田中 591 
(14) 


田中 高 紀 560 
田中 1388 
田中 276 
田中 信男 993 
田中 信行 1317 
田中 Y 1002 
田中 706 
田中 秀次 郎 300 
田中 201 
田中 基 281 
田辺 和俊 1607 
博 義 745, 1275 
342 
田部 井 久男 288 
田村 和 利 1729 
1017 
高井 560 
高木 和 ove 1017 
高木 定 夫 509 
高須 387 
高瀬 1571 
高瀬 三男 866, 873 
高橋 清 55 
高橋 319 
高橋 1079 
高山 1604% 
竹内 豊 965 
Wt aK 365 
竹野 昇 157 
竹村 忠 100% 
武岡 tt 32, 522 
1788 
武田 立 守 920 
武田 明 100% 
立松 1650 
立 本 英機 1257 
Hii 39 
796, 801 
TANG, J. 416N 

千葉 和幸 457 
茶木 509 
茶山 907 
Ahe 中 560 


— 
4 
] 
1181 8 < 
坂井 淳 - 
坂口 We 
西 
坂本 
酒井 睦 司 126, 805 
議 井 浩平 
沢田 正実 : 
【 シ 】 
ABS 
780 
249 
181 | 
清水 Ke 420 
清水 直樹 14N 
清水 TEM 522 
下 間 365 
He 186 
城田 312 
城 谷 一 民 185 
白石 正夫 065 1 
白岩 正 87% 
803 
新谷 


津田 孝雄 
津波 古 充 朝 
都築 誠二 
辻本 
土田 
坪井 


出 村 
寺井 
寺 部 
寺前 
寺本 


土肥 

土肥 

} i 田 三 夫 927, 932, 1746 
田路 和幸 

徳本 

留 目 真理 子 

朋 田 崇 志 


鳥越 


名 垣 

名 川 

奈良 原 俊和 
Am 勝之 
中 

中 川 

中 塩 

中 田 

中 田 

中 田 

中 田 

中 西 

中 西 

中 

中 村 

中 村 

中 村 

中 村 

中 村 

中 森 

中 山 

中 山 

水井 

永瀬 

水田 

長尾 

長沢 


西川 
西久保 忠臣 
西田 
西田 
西 出 

西村 


根本 


野上 
野崎 
野島 
野田 
野中 
野村 
野村 
Norris, J.R. 


713, 727 
佳 己 

長谷 川 太 一 

長谷 川 博俊 

長谷 川 

畑田 清隆 

服部 郎 

花井 


樋口 精一郎 

引地 雅恵 

J 

平井 

SPW 恒 1117, 1778 

平間 祐志 

平山 忠一 1187 
蜂 川 みつ 子 

広川 吉之助 

広瀬 信吾 

広田 正義 

廣 橋 BE 373 


福井 寿一 

720 
福島 清太郎 

福島 隆広 

福島 

福田 房子 

福西 

福原 か ほる 


130, 532 
1112, 1212 


藤原 

藤原 良治 

1149" 
古川 


1292, 1298, 1303, 
1310, 1715, 1810% 


e152, 410%, 441 
(F) py e485, 1329 
1799 ] 7QQ 
康弘 [a] ; 
| 【 ノ 】 【 フ 】 
e552,1758 波多 野 976, 1043 藤代 光雄 e1257N 
DOAN 橋本 慎二 藤原 義人 
e1446 藤原 英明 e1566 
e146, 1657 
S27, 410% 
(15) 
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前 川 

前 田 

前 田 
牧野 
益田 

増田 

増 原 

松井 

松井 

松尾 

松川 

松木 

松崎 

松下 正 
松田 昭男 
TH 
松田 臣 平 
松田 常雄 
松田 EME 327, 410% 
松田 aL 694, 1127, 1338 
松永 英之 
松林 
松林 重治 
松原 

松村 

松村 

松本 

松本 

丸山 


73, 435, 751 
19, 208% 四辻 美奈 子 
米村 道子 
米谷 道夫 


214N, 825% 


Rascxovic, V. 


伸也 
HEAR 
浩也 
山田 
山田 
45 


浩二 


宮本 裕紀 e1107 山本 
向井 利夫 e268 1017 
C+] 吉田 幸生 792 
‘ 明 政 吉村 長 蔵 e775, 1363N 
Cs] 矢野 (| 822N 吉村 
三川 山内 = 
山口 484, 1492 Cy] ; 
三宅 義和 山口 765 LIN, C. BP. Gh 
水谷 分 島 754 
水野 73, 435, 751 渡辺 e1079 
宮内 e681, 1321 王 国 
(C16 ) 


